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(57)【要約】
【課題】外筒チューブ及び内筒チューブの座屈を抑制す
るとともに、優れた操作性を得ることができる内視鏡用
穿刺針装置を提供する。
【解決手段】　内視鏡用穿刺針装置１は、筒状の把持部
２と、把持部２の先端に連結され、内視鏡の処置具装着
用チャネルに挿脱可能な外筒チューブ３と、把持部２の
基端側からその内部に挿入され、把持部２の軸方向に沿
って進退自在であるとともに、基端側に注射筒が装着さ
れる筒状の操作部４と、操作部４の先端に連結されると
ともに外筒チューブ３の内部に配設され、操作部４とと
もに進退自在の内筒チューブ５と、内筒チューブ５の先
端に取着され、操作部４の進退に伴って、外筒チューブ
３の先端から出没自在の穿刺針９とを備え、外筒チュー
ブ３はポリテトラフルオロエチレンを主成分とする樹脂
材料からなり、内筒チューブ５はポリエーテルエーテル
ケトンを主成分とする樹脂材料からなる。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　筒状の把持部と、
　該把持部の先端に連結され、内視鏡の処置具装着用チャネルに挿脱可能な外筒チューブ
と、
　該把持部の基端側からその内部に挿入され、該把持部の軸方向に沿って進退自在である
とともに、基端側に注射筒が装着される筒状の操作部と、
　該操作部の先端に連結されるとともに該外筒チューブの内部に配設され、該操作部とと
もに進退自在の内筒チューブと、
　該内筒チューブの先端に取着され、該操作部の進退に伴って、該外筒チューブの先端か
ら出没自在の穿刺針とを備える内視鏡用穿刺針装置において、
　該外筒チューブは、ポリテトラフルオロエチレンを主成分とする樹脂材料からなり、
　該内筒チューブは、ポリエーテルエーテルケトンを主成分とする樹脂材料からなること
を特徴とする内視鏡用穿刺針装置。
【請求項２】
　前記内筒チューブは、１．３～１．６ｍｍの範囲の外径を備えるとともに、０．８～１
．１ｍｍの範囲の内径を備えることを特徴とする請求項１記載の内視鏡用穿刺針装置。
【請求項３】
　前記外筒チューブは、１．５～１．８ｍｍの範囲の内径を備えることを特徴とする請求
項２記載の内視鏡用穿刺針装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡用穿刺針装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡用穿刺針装置として、内視鏡の処置具装着用チャネルに挿通して体腔内に導かれ
、薬液の投与や生体組織の採取等に用いられるものが知られている。
【０００３】
　前記内視鏡用穿刺針装置は、一般に、筒状の把持部と、該把持部の先端に連結された外
筒チューブとを備え、該外筒チューブは、内視鏡の処置具装着用チャネルに挿脱可能とさ
れている。前記把持部は、その基端側からその内部に挿入される筒状の操作部を備え、該
操作部は、その先端に連結される内筒チューブを備えている。前記内筒チューブは、前記
外筒チューブの内部に配設されるとともに、先端に穿刺針が取着されている。また、前記
操作部は、その基端側に注射筒を装着可能であり、該注射筒に充填された薬液を、前記内
筒チューブを介して前記穿刺針から投与することができる。
【０００４】
　前記内視鏡用穿刺針装置は、前記把持部を把持した状態で、前記操作部を該把持部の軸
方向に沿って進退させることにより、前記内筒チューブを進退させ、該内筒チューブの先
端に取着された前記穿刺針を前記外筒チューブの先端から出没させることができる。
【０００５】
　従来、前記内視鏡用穿刺針装置において、前記外筒チューブ及び前記内筒チューブの両
チューブが、ポリテトラフルオロエチレンを主成分とする樹脂材料（以下、ＰＴＦＥと記
載することがある）からなるものが知られている（例えば特許文献１参照）。前記ＰＴＦ
Ｅは高い柔軟性を備える材料であるので、前記両チューブは、前記内視鏡の処置具装着用
チャネルに挿通させるとき、該チャネルに沿って円滑に案内されることができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００４－１６６８０８号公報
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、前記両チューブが前記ＰＴＦＥからなる内視鏡用穿刺針装置では、該両
チューブを前記内視鏡の処置具装着用チャネルに挿入させるとき、該両チューブが座屈し
て、円滑に挿入させることができないことがあるという不都合がある。また、前記操作部
を操作するとき、該操作部を操作する力が前記内筒チューブを介して前記穿刺針に十分に
伝達されず、前記穿刺針を前記外筒チューブの先端から円滑に出没させることができない
ことがあるという不都合がある。
【０００８】
　そこで、前記両チューブにおいて、前記ＰＴＦＥに代えて、より高い剛性を備える材料
である、ポリエーテルエーテルケトンを主成分とする樹脂材料（以下、ＰＥＥＫと記載す
ることがある）を用いることが考えられる。両チューブが前記ＰＥＥＫからなる内視鏡用
穿刺針装置によれば、両チューブの座屈を抑制し、該両チューブを前記内視鏡の処置具装
着用チャネルに円滑に挿入させることができる。また、前記操作部を操作する力が前記内
筒チューブを介して前記穿刺針に伝達されやすくなり、該穿刺針を前記外筒チューブの先
端から円滑に出没させることができる。
【０００９】
　しかしながら、前記両チューブが前記ＰＥＥＫからなる内視鏡用穿刺針装置では、可撓
性が不十分となることがあり、該両チューブを前記内視鏡の処置具装着用チャネルに挿通
させるとき、該チャネルに沿って円滑に案内されることができなかったり、屈曲した際に
破損して操作性を損なったりする虞があるという不都合がある。また、前記ＰＥＥＫは前
記ＰＴＦＥよりも摩擦係数が大きいので、前記両チューブが該ＰＥＥＫからなる内視鏡用
穿刺針装置では、場合によっては、前記操作部を操作する力が前記内筒チューブを介して
前記穿刺針に伝達されにくくなる懸念がある。
【００１０】
　本発明は、かかる不都合を解消して、外筒チューブ及び内筒チューブの座屈を抑制する
とともに、優れた操作性を得ることができる内視鏡用穿刺針装置を提供することを目的と
する。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　前記目的を達成するために、本発明は、筒状の把持部と、該把持部の先端に連結され、
内視鏡の処置具装着用チャネルに挿脱可能な外筒チューブと、該把持部の基端側からその
内部に挿入され、該把持部の軸方向に沿って進退自在であるとともに、基端側に注射筒が
装着される筒状の操作部と、該操作部の先端に連結されるとともに該外筒チューブの内部
に配設され、該操作部とともに進退自在の内筒チューブと、該内筒チューブの先端に取着
され、該操作部の進退に伴って、該外筒チューブの先端から出没自在の穿刺針とを備える
内視鏡用穿刺針装置において、該外筒チューブは、ポリテトラフルオロエチレンを主成分
とする樹脂材料からなり、該内筒チューブは、ポリエーテルエーテルケトンを主成分とす
る樹脂材料からなることを特徴とする。
【００１２】
　本発明の内視鏡用穿刺針装置は、柔軟性に優れるポリテトラフルオロエチレンを主成分
とする樹脂材料（ＰＴＦＥ）からなる外筒チューブの内部に、より高い剛性を備えるポリ
エーテルエーテルケトンを主成分とする樹脂材料（ＰＥＥＫ）からなる内筒チューブが配
設されている。そして、前記ＰＴＦＥと前記ＰＥＥＫとを組み合わせることにより、両チ
ューブの間に生じる摩擦係数を小さくすることができる。
【００１３】
　したがって、本発明の内視鏡用穿刺針装置によれば、前記内筒チューブにより、前記外
筒チューブと併せて両チューブの座屈を抑制することができ、該両チューブを前記内視鏡
の処置具装着用チャネルに円滑に挿入させることができる。また、前記操作部を操作する
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力を前記内筒チューブを介して前記穿刺針に伝達されやすくすることができ、該穿刺針を
前記外筒チューブの先端から円滑に出没させることができる。
【００１４】
　また、前記両チューブの屈曲により、ＰＴＦＥと比較して柔軟性に劣るＰＥＥＫからな
る前記内筒チューブが破損した場合であっても、該内筒チューブは前記外筒チューブで覆
われているので、該破損により支障が発生することを防止することができる。
【００１５】
　したがって、本発明の内視鏡用穿刺針装置によれば、外筒チューブ及び内筒チューブの
座屈を抑制するとともに、優れた操作性を得ることができる。
【００１６】
　本発明の内視鏡用穿刺針装置において、前記内筒チューブは、前記内視鏡の処置具装着
用チャネルに挿入可能な可撓性と、前記操作部を操作する力を前記穿刺針に容易に伝達可
能な剛性とを両立することができる外径及び内径を備えることが好ましい。
【００１７】
　そこで、本発明の内視鏡用穿刺針装置において、前記内筒チューブは、１．３～１．６
ｍｍの範囲の外径を備えるとともに、０．８～１．１ｍｍの範囲の内径を備えることが好
ましい。このようにすることにより、前記可撓性と前記剛性とを確実に得ることができる
。
【００１８】
　前記内筒チューブは、外径が１．３ｍｍ未満では前記剛性を得ることができない場合が
あり、外径が１．６ｍｍを超えると前記可撓性を得ることができない場合がある。また、
前記内筒チューブが、前記範囲の外径に対して、内径が０．８ｍｍ未満では厚さが大きく
なることにより前記可撓性を得ることができない場合があり、内径が１．１ｍｍを超える
と厚さが小さくなることにより前記剛性を得ることができない場合がある。したがって、
前記内筒チューブの厚さとしては、０．２５～０．３ｍｍの範囲であることが好ましい。
【００１９】
　また、本発明の内視鏡用穿刺針装置が前記範囲の外径及び内径を備えるとき、前記内筒
チューブの前記外筒チューブへの挿通を妨げないために、前記外筒チューブは、１．５～
１．８ｍｍの範囲の内径を備えることが好ましい。前記構成により、前記操作部を操作す
る力を前記内筒チューブを介して前記穿刺針に確実に伝達させることができ、より優れた
操作性を得ることができる。
【００２０】
　前記外筒チューブは、内径が１．５ｍｍ未満では前記内筒チューブの挿通を妨げる場合
があり、内径が１．８ｍｍを超えてもそれ以上の効果を得ることができない。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本実施形態の内視鏡用穿刺針装置を示す図。
【図２】図１のＩＩ－ＩＩ線における端面図。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　次に、添付の図面を参照しながら本発明の実施の形態についてさらに詳しく説明する。
【００２３】
　図１に示す内視鏡用穿刺針装置１は、内視鏡の処置具装着用チャネル（図示せず）に挿
通して体腔内に導かれ、薬液の投与や生体組織の採取等に用いられる。内視鏡用穿刺針装
置１は、筒状の把持部２と、該把持部２の先端に連結された外筒チューブ３と、該把持部
２の基端側から内部に挿入される筒状の操作部４と、該操作部４の先端に連結されるとと
もに、外筒チューブ３の内部に該外筒チューブ３の内周面との間に間隙を存して配設され
た内筒チューブ５とを備えている。
【００２４】
　外筒チューブ３は、ポリテトラフルオロエチレンを主成分とする樹脂材料（ＰＴＦＥ）
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からなり、内筒チューブ５はポリエーテルエーテルケトンを主成分とする樹脂材料（ＰＥ
ＥＫ）からなる。各チューブ３，５は、前記主成分の他に、この種のチューブに通常用い
られる各種の添加物を含んでいてもよい。
【００２５】
　また、外筒チューブ３は、前記内視鏡の処置具装着用チャネルに挿脱可能であって、図
２に示すように、２．４～２．６ｍｍの範囲の外径Ｄ１と、１．５～１．８ｍｍの範囲の
内径Ｄ２とを備えている。
【００２６】
　操作部４は、筒状の端子６と、該端子６に連結された筒状の軸部７とからなり、把持部
２の軸方向に沿って進退自在に構成されている。端子６は、基端側に注射筒（図示せず）
を装着可能となっている。軸部７は、先端が内筒チューブ５に連結されている。また、軸
部７は、基端部に係止具８を取着することにより、必要以外のときに該軸部７が前進する
ことを防止できるようになっている。
【００２７】
　内筒チューブ５は、軸部７の先端に連結されていて、操作部４とともに進退自在となっ
ている。内筒チューブ５は、図２に示すように、１．３～１．６ｍｍの範囲の外径ｄ１と
、０．８～１．１ｍｍの範囲の内径ｄ２とを備えている。内筒チューブ５の先端には、該
操作部４の進退に伴って、外筒チューブ３の先端から出没自在である中空の穿刺針９が取
着されている。
【００２８】
　本実施形態の内視鏡用穿刺針装置１を用いて薬液を投与する際の操作方法について説明
する。まず、前記内視鏡を体腔内の所望の位置に挿入する。次に、外筒チューブ３及び内
筒チューブ５を前記内視鏡の処置具装着用チャネルに挿入し、該チャネルの先端から突出
させる。このとき、予め、操作部４の端子６には薬液が充填された前記注射筒が装着され
、軸部７の基端部には係止具８が取着されている。
【００２９】
　次に、軸部７から係止具８を取り外し、把持部２を把持した状態で、操作部４を該把持
部２の軸方向に沿って前進させると、内筒チューブ５が前進され、穿刺針９が外筒チュー
ブ３の先端から突出される。次に、穿刺針９を外筒チューブ３の先端から突出させた状態
で、前記注射筒のプランジャーを前進させると、前記注射筒内の薬液が体腔内の所望の位
置に投与される。次に、把持部２を把持した状態で、操作部４を該把持部２の軸方向に沿
って後退させると、内筒チューブ５が後退され、外筒チューブ３の先端から突出した穿刺
針９が該外筒チューブ３内に没入される。
【００３０】
　本実施形態の内視鏡用穿刺針装置１は、柔軟性に優れるポリテトラフルオロエチレン（
ＰＴＦＥ）からなる外筒チューブ３の内部に、より高い剛性を備えるポリエーテルエーテ
ルケトン（ＰＥＥＫ）からなる内筒チューブ５が配設されている。そして、前記ＰＴＦＥ
と前記ＰＥＥＫとを組み合わせることにより、両チューブ３，５の間に生じる摩擦係数を
小さくすることができる。
【００３１】
　したがって、本実施形態の内視鏡用穿刺針装置１によれば、内筒チューブ５により、外
筒チューブ３と併せて両チューブ３，５の座屈を抑制することができ、該両チューブ３，
５を前記内視鏡の処置具装着用チャネルに円滑に挿入させることができる。また、操作部
４を操作する力を内筒チューブ５を介して穿刺針９に伝達されやすくすることができ、該
穿刺針９を外筒チューブ３の先端から円滑に出没させることができる。
【００３２】
　また、両チューブ３，５の屈曲により、ＰＴＦＥと比較して柔軟性に劣るＰＥＥＫから
なる内筒チューブ５が破損した場合であっても、該内筒チューブ５は外筒チューブ３で覆
われているので、該破損により支障が発生することを防止することができる。
【００３３】
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　したがって、本実施形態の内視鏡用穿刺針装置１によれば、外筒チューブ３及び内筒チ
ューブ５の座屈を抑制するとともに、優れた操作性を得ることができる。
【００３４】
　本実施形態の内視鏡用穿刺針装置１では、内筒チューブ５は、１．３～１．６ｍｍの範
囲の外径ｄ１と、０．８～１．１ｍｍの範囲の内径ｄ２とを備えることにより、前記内視
鏡の処置具装着用チャネルに挿入可能な可撓性と、操作部４を操作する力を穿刺針９に伝
達可能な剛性とを確実に得ることができる。また、外筒チューブ３は、１．５～１．８ｍ
ｍの範囲の内径Ｄ２とを備えることにより、内筒チューブ５を該外筒チューブ３に容易に
挿通することができる。
【００３５】
　外筒チューブ３及び内筒チューブ５は、例えば次の寸法とすることができる。外筒チュ
ーブ３は、２．５ｍｍの外径Ｄ１と１．５ｍｍの内径Ｄ２とを備え、内筒チューブ５は、
１．３ｍｍの外径ｄ１と０．８ｍｍの内径ｄ２とを備えてもよい。或いは、外筒チューブ
３は、２．６ｍｍの外径Ｄ１と１．８ｍｍの内径Ｄ２とを備え、内筒チューブ５は、１．
６ｍｍの外径ｄ１と１．０ｍｍの内径ｄ２とを備えてもよい。或いは、外筒チューブ３は
、２．６ｍｍの外径Ｄ１と１．８ｍｍの内径Ｄ２とを備え、内筒チューブ５は、１．６ｍ
ｍの外径ｄ１と１．１ｍｍの内径ｄ２とを備えてもよい。或いは、外筒チューブ３は、２
．５ｍｍの外径Ｄ１と１．８ｍｍの内径Ｄ２とを備え、内筒チューブ５は、１．６ｍｍの
外径ｄ１と１．０ｍｍの内径ｄ２とを備えてもよい。或いは、外筒チューブ３は、２．５
ｍｍの外径Ｄ１と１．８ｍｍの内径Ｄ２とを備え、内筒チューブ５は、１．６ｍｍの外径
ｄ１と１．１ｍｍの内径ｄ２とを備えてもよい。
【００３６】
　また、本実施形態では、薬液を投与する際の操作方法について説明しているが、本実施
形態の内視鏡用穿刺針装置１は、生体組織の採取等にも用いることができる。
【符号の説明】
【００３７】
　１…内視鏡用穿刺針装置、　２…把持部、　３…外筒チューブ、　４…操作部、　５…
内筒チューブ、　９…穿刺針。
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